
「第２次　広島県がん対策推進計画」の取組

１　基本理念

２　目指す姿（将来像）と全体目標

　（１）　がんで死亡する県民の減少

　（２）　すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上

　（３）　がんになっても自分らしく豊かに生きることのできる地域社会の実現

３　具体的な取組

分野 取組項目 方向性

がん予防 たばこ対策の強化 ・喫煙による健康被害についての普及啓発の推進

・喫煙をやめたい人への禁煙支援

・受動喫煙の防止

生活習慣の改善 ・良好な生活習慣の実現に向けた普及啓発の推進

・保健指導の充実

感染症対策の強化 ・肝炎に対する正しい知識の普及啓発

・肝炎ウイルス検査の受検促進

・病態に応じた適切な肝炎医療の提供

・子宮頸がん予防ワクチン接種率の向上

がん検診 科学的根拠に基づくがん検診の実施 ・科学的根拠に基づくがん検診を継続して実施

がん検診の精度向上 ・効果の高いがん検診の実施

・がん検診に対する理解の浸透

がん検診の受診率向上 ・受診実態の把握

・普及啓発の推進

・個別受診勧奨の推進

・受診しやすい環境づくり

がん医療 医療提供体制の充実強化 ・がん診療連携拠点病院の機能強化

・医療連携体制の充実

・人材育成

医療内容等の充実 ・放射線療法の充実

・化学療法の充実

・手術療法の充実

・病理診断の充実

・口腔ケアの推進

・リハビリテーション分野との連携　など

　Ⅰ　「県内のどこに住んでいても，どんながんであっても，必要な手立てや情報を受けることができ，
　　安心して暮らせる広島県」を目指し，総合対策を強化する。

　Ⅱ　県民みんなが，がんを自分にも起こり得ることとして関心をもち，それぞれの立場で予防や
　　検診も含めた「がん対策」に取り組む社会をつくる。

参考資料 



分野 取組項目 方向性

緩和ケア 施設緩和ケアの充実 ・提供体制の充実

・質の向上

在宅緩和ケアの充実 ・医療・介護・福祉の顔の見える関係づくり

・在宅緩和ケアコーディネーターの配置による連携強化

・介護保険施設での緩和ケアの推進

・通院治療を受ける患者・家族への支援

・在宅緩和ケア資源の充実

人材育成の充実 ・多職種人材育成の充実

・緩和ケア医師研修の質の充実

緩和ケアに対する正しい理解の促進 ・県民や医療従事者の理解を深める取組の強化

県全体の総合的取組・拠点機能の強化・広島県緩和ケア支援センターの拠点機能の強化

情報提供及び がんに関する情報提供 ・多様な主体と連携した情報提供の推進

相談支援 ・がん診療連携拠点病院の情報提供機能強化

・がん患者団体等からの情報提供の推進

・「広島がんネット」の充実　など

がん患者・家族等への相談対応 ・相談支援体制の充実

・ピア・サポートの充実

・相談支援センター等の広報強化

・がん患者団体等の活動充実・強化

・小児がんへの対応　など

がん教育 ・子どもの頃からのがんに関する正しい理解に向けた取組推進

がん患者・経験者等の就労支援 ・働きやすい職場環境と相談支援体制づくり

・仕事や家庭生活と治療の両立支援

がん登録 がん登録の精度向上 ・地域がん登録届出数の増加

・がん登録担当者の資質向上

・院内がん登録の充実

がん登録データ活用 ・生存率の情報公開

・地域がん登録データの活用

・院内がん登録データの活用

・分析体制・研究促進

県民への情報提供と理解促進 ・がん登録データを活用した県民への分かりやすい情報提供

・県民のがん登録への理解促進


